
Keyword

野球における打撃では、投手から投げられたボールを、より
強く、正確に打つことが求められる。プロ・アマ問わず打者の
打撃フォームを観察すると千差万別であるように思えるが、好
打者といわれる選手には共通した動作がある。共通した動作
さとは、①軸足に体重移動した際、軸足に乗る時間が長いこ

と。②そこでのグリップ位置が捕手側で決して背中側に位置し
ないこと。③投手側に踏み込む時には、トップの位置からグリッ
プ先行で無駄なく動くこと。などが挙げられる。逆にこういった
動作が出来ていない選手はボールを強く、正確に打てていな
いことが明らかとなった。

野球における打撃時のトップ位置の研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

投球における球質に関する研究その他の研究テーマ

●指導者・保護者のみなさん
・野球経験が少ないため打撃
指導が難しい。

シンプルな理論のため指導しや
すい。

打撃の基本となる動きであるた
め、小学生低学年から実施可能。

●選手として
・ミート率を向上させたい。
・強い打球を打ちたい。

人間科学部
スポーツ健康科学科

教授

奥村 浩正

野球のバッティング、トップ位置

打撃の魅力である、強く、
遠くに飛ばしたいという確
率がアップする一助となる。

同じ基礎理論の基で、小・
中・高・大と指導できるメ
ソッド確立が望まれる。

打撃理論
●野球の打撃における基礎的な理論です。小学生から大学生まで幅広く取り入れ可能で
あり、打撃力向上の一助となります。

Point

Keyword

これまでの体育授業は、スポーツを「する」ことや体力の向
上に主眼が置かれてきました。ところが、近年では、市民のス
ポーツとの関わり方が「みる」「ささえる」「うみだす」など多様
化してきています。体育授業は、生涯にわたって豊かなスポー
ツライフを実現していくための基礎的教養を、すべての子どもた

ちに「平等に」保障することを課題とするようになったのです。
本研究は、すべての子どもたちに「平等」に保障すべき教養（リ
テラシー）の内容とそれを保障するための学習指導の方法を
明らかにすることを目指しています。

体育科の学習指導における
「平等」の内容とその達成方法

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

体育科における児童生徒の学びの実態に関する研究
スポーツを通じて育てるべき現代的教養（リテラシー）に関する研究
体育科のカリキュラム構成に関する研究

その他の研究テーマ

●様々な「差異」をもつ子どもた
ちを対象にした体育授業をど
のように構成するか？

子どもたちに「平等」に保障す
べきスポーツに関するリテラシー

学びの「3C：conscious自覚的；
cooperative協同的；critical批
判的」を軸にした体育科の学習
指導法

●体育科において「主体的・対
話的で、深い学び」をどのよう
に実現するか？

人間科学部
スポーツ健康科学科

教授

黒川 哲也

体育科の学習指導、平等、スポーツに関するリテラシー

学びの「平等」
●「深い学び」を創り出す方法が明らかにされます。
●すべての子どもが確かな学力を身につけるための方法を示します。
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